
博
士
は
、
ま
ず
、
今
回
来

日
し
た
の
は
、
『
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
被
害
の
全
貌
』
と
い

う
博
士
ら
の
著
作
の
日
本

語
版
が
発
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
と
切
り
出

し
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
国
際
原
子

力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
世

界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

発
生
か
ら
七
〇
年
間
の
死

者
は
九
〇
〇
〇
人
、
病
気
に

な
る
人
は
二
〇
万
人
で
あ

る
」
と
す
る
報
告
書
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
事
故

周
辺
の
現
実
を
観
察
し
て

き
た
科
学
者
に
と
っ
て
あ

ま
り
に
過
小
評
価
で
あ
り

受
け
入
れ
る
事
が
出
来
な

い
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
博

士
の
友
人
の
Ｖ
・
ネ
ス
テ
レ

ン
コ
博
士
と
相
談
し
、
四
人

の
共
著
に
よ
る
本
を
著
し
、

事
故
被
害
の
真
実
を
徹
底

的
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

事
故
被
害
は
、
公
式
発
表

に
比
し
て
桁
違
い
に
大
き

な
も
の
で
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
福
島

事
故
の

鏡

博
士
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
で
引
き
起
こ
さ

れ
た
被
害
の
実
際
は
、
福
島

事
故
に
よ
っ
て
も
引
き
起

こ
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
今
後
を

予
測
す
る
「
鏡
」
と
な
る
だ

ろ
う
と
語
り
、
放
射
能
汚
染

の
被
害
の
実
態
に
つ
い
て
、

統
計
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

何
点
か
を
述
べ
る
と
次

の
よ
う
な
内
容
で
す
。

◆
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
固
形

ガ
ン
発
生
数
」
は
チ
ェ
ル
ノ
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五
月
一
九
日
、
岩
手
大
学
工
学
部
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
評
議
員
で
生
物
学
者
、
ア
レ

ク
セ
イ
・
ヤ
ブ
ロ
コ
フ
博
士
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
岩
手
県
内
や
青
森
、
秋
田
な
ど
か
ら
約
一
三

〇
人
が
集
ま
り
、
博
士
ら
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
来

膨
大
な
資
料
収
集
を
行
い
科
学
的
考
察
を
加
え
実
証
し
た
、

原
発
事
故
被
害
の
全
貌
報
告
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

博
士
は
「
環
境
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
微
粒
子
が
体
内
に

取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、
細
胞
の
生
ま
れ
変
わ
る
速
度
が

遅
い
部
位
で
は
、
そ
の
物
質
を
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
、
周
囲
の

組
織
に
長
く
悪
影
響
を
与
え
続
け
る
。
ガ
ン
に
限
ら
ず
、
循

環
器
、
内
分
泌
、
免
疫
、
呼
吸
器
、
神
経
、
遺
伝
な
ど
各
系

に
障
害
を
も
た
ら
す
。
原
子
力
発
電
は
も
し
か
す
る
と
核
兵

器
以
上
に
人
類
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

主催 日本科学者会議岩手支部、原発からの

早期撤退を求める岩手県学識者の会

共催 岩手県保険医協会学術文化部 岩手県反核

医師歯科医師の会 三陸の海を放射能から

守る岩手の会

後援 岩手大学、岩手県生活共同組合連合会、岩手

県消費者団体連絡協議会など７団体

『チェルノブイリ事故の被害の全貌・日本語版』
岩波書店刊・５２５０円（税込）。

固形ガン発生数（ロシア）
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□・チェルノブイリ周辺



ブ
イ
リ
周
辺
の
汚
染
の
ひ

ど
か
っ
た
地
域
で
、
事
故
の

起
き
た
一
九
八
六
年
か
ら

一
目
瞭
然
に
高
い
発
生
率

と
な
っ
て
い
る
。

◆
子
供
の
甲
状
腺
ガ
ン
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

で
事
故
五
年
後
の
一
九
九

一
年
か
ら
急
速
に
増
え
一

九
九
六
年
に
頂
点
に
達
し

た
。
福
島
に
お
い
て
も
同
じ

よ
う
な
事
態
が
懸
念
さ
れ

る
。

◆
子
供
が
生
き
て
生
ま
れ

る
「
出
生
率
」
が
事
故
九
ヶ

月
後
に
急
落
し
た
。
こ
れ
は
、

福
島
事
故
後
に
も
既
に
見

ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
汚
染
被
害

に
つ
い
て
博
士
は
「
乳
が
ん

の
罹
病
率
」
や
「
事
故
被
害

防
護
活
動
従
事
者
（
リ
ク
ビ

ダ
ー
ト
ル
）
の
家
庭
に
お
け

る
流
産
率
」
、「
先
天
的
異
常

を
も
っ
て
生
ま
れ
た
子
供

の
数
」
「
ダ
ウ
ン
症
候
群
の

数
」「
水
晶
体
の
混
濁
」、「
乳

」

児
死
亡
率
の
変
化
」
な
ど
に

つ
い
て
も
詳
細
な
統
計
数

字
を
あ
げ
て
、
全
て
事
故
後

の
急
速
な
増
加
が
見
ら
れ

た
と
語
り
ま
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

三
つ
の
教
訓

そ
し
て
博
士
は
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
教
訓
と

し
て
次
の
三
つ
を
上
げ
ま

し
た
。

１
、
「
放
射
能
の
状
況
は
安

全
だ
」
と
い
う
当
局
の
発
表

を
信
じ
て
は
い
け
な
い
。

２
、
水
、
食
料
、
大
気
と
い

っ
た
放
射
能
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
は
市
民
の
独
立
し

た
機
関
が
必
要
で
あ
る
。

３
、
体
内
に
取
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
放
射
性
核
種
の
検

査
も
市
民
の
独
立
し
た
機

関
が
必
要
で
あ
る
。

質
問
・
意
見
交
換

以
上
の
基
調
的
な
講
演

の
あ
と
、
出
席
者
か
ら
の
質

問
と
意
見
交
換
に
多
く
の

時
間
が
割
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
上
げ
ま
す
。

日
本
の
市
民
が
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と

◇
男
性
市
民
か
ら
、
「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
過
酷

さ
は
よ
く
わ
か
っ
た
が
、
福

島
事
故
は
人
災
で
は
あ
る

が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ほ
ど

酷
く
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
？
」
と
い
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
博
士
は
、
放
出
放
射
能
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
よ
り
や

や
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
人
口
密
度
を
考
え

る
と
楽
観
で
き
な
い
。
ド
イ

ツ
の
疫
学
者
が
「
日
本
全
体

と
福
島
県
で
幼
児
死
亡
率

が
増
大
し
て
い
る
」
と
い
う

報
告
書
を
発
表
し
た
。
こ
れ

は
む
し
ろ
資
料
が
得
ら
れ

易
い
日
本
の
研
究
者
こ
そ

す
ぐ
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
、
と
答
え
ま

し
た
。

医
学
的
検
査
の
重
要
性

◇
二
歳
に
な
る
娘
を
持
つ

母
親
か
ら
「
胎
児
被
曝
に
つ

い
て
心
配
で
あ
る
」
と
い
う

質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
博

士
は
、
該
当
事
例
の
判
断
が

出
来
る
立
場
で
は
な
い
が
、

胎
内
被
曝
の
リ
ス
ク
の
主

な
も
の
は
「
免
疫
」
と
「
ホ

ル
モ
ン
」
に
関
し
て
で
あ
る
。

常
に
免
疫
力
を
高
め
、
結
婚

適
齢
期
に
は
染
色
体
検
査

や
男
性
な
ら
精
子
の
検
査

を
受
け
て
欲
し
い
。
適
正
な

検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
様
々
な
医
学
的
対
策

も
効
果
的
に
行
う
こ
と
が

出
来
る
。
ま
た
「
小
児
甲
状

腺
ガ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
被

曝
の
疑
い
の
あ
る
全
て
の

子
供
が
こ
ま
め
に
定
期
的

に
エ
コ
ー
検
査
を
受
け
れ

ば
、
早
期
に
発
見
で
き
る
。

早
期
な
ら
ば
手
術
に
よ
ら

な
い
ホ
ル
モ
ン
療
法
も
あ

る
、
と
語
り
ま
し
た
。

「
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
」
は
子
供
に
は
危
険

◇
「
年
間
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

で
安
全
で
す
か
」
と
い
う
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

博
士
は
「
シ
ー
ベ
ル
ト
」

は
核
種
ご
と
の
被
ば
く
の

ダ
メ
ー
ジ
を
計
算
で
求
め

た
も
の
。
仮
定
に
よ
っ
て
変

わ
る
。
特
に
内
部
被
曝
に
つ

い
て
は
食
品
ご
と
の
ベ
ク

レ
ル
数
が
基
本
だ
。

国
際

的
基
準
の
「
年
間
１
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
」
は
、
大
人
な
ら
ば

安
全
と
言
え
て
も
「
子
供
な

ら
危
険
」
と
思
う
。
私
は
「
年

間
〇
・
一
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
」

な
ら
良
い
と
思
う
、
と
述
べ

ま
し
た
。

福
島
で
安
全
な
生
活
を
確

保
す
る
た
め
に
。

◇
福
島
で
被
災
し
岩
手
に

避
難
し
て
き
た
家
族
か
ら
、

福
島
は
今
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

博
士
は
福
島
で
安
全
な

生
活
を
す
る
こ
と
は
か
な

り
難
し
い
。
し
か
し
、
福
島

の
放
射
能
を
封
じ
込
め
安

全
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、

全
国
上
げ
て
の
産
業
的
経

済
的
支
援
の
体
制
が
必
要

だ
と
力
説
し
ま
し
た
。

講
演
の
お
し
ま
い
に
「
翻

訳
者
チ
ー
ム
」
の
代
表
の
星

川
淳
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
害

の
全
貌
」
の
翻
訳
の
苦
心
と

日
本
語
版
の
発
行
の
意
義

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

六
月
五
日
付
け
新
聞
各
紙

は
、
福
島
県
健
康
管
理
調
査

で
、
原
発
事
故
時
に
一
八
歳

以
下
で
あ
っ
た
子
供
三
六
万

人
の
う
ち
こ
れ
ま
で
一
七
万

人
の
甲
状
腺
検
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
「
ガ
ン
」
と
確
定

し
た
人
数
が
三
人
か
ら
九
人

増
え
合
計
一
二
人
と
な
っ
た

と
伝
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

「
ガ
ン
の
疑
い
」
が
一
五
人

あ
り
、
合
わ
せ
て
二
七
人
と

な
り
ま
し
た
。
二
年
目
で
こ

の
人
数
で
す
か
ら
、
今
後
小

児
甲
状
腺
ガ
ン
の
大
量
発
症

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
二
年
過

ぎ
て
も
エ
コ
ー
検
査
を
受
け

て
い
な
い
残
り
一
九
万
人
の

対
象
者
が
存
在
し
て
お
り
予

防
医
療
体
制
の
遅
れ
は
看
過

出
来
な
い
深
刻
な
事
態
で
す
。

事故９ヶ月後の出生数の減少

福 島 県 キエフ（ウクライナ）

２０１２年↑ ↑１９８７年

甲状腺がん（ベラルーシ・ウクライナ）
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星川 淳 氏


